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レジャー・レクIJエーションの指導者への期待

鈴木詰
(東宗t王子体育大学学長)

豊かな時代への進展と共に、個人の生活様式の多様化の傾向も加速的にその広がりを見せ
ている。レジャ ・レクリエーション活動においても、活動肉体を楽しむ形態と活動を手段
として口的を達成することを求める形態とに分績できると考えられる o これらの Ic~ 的化や F
段化の形態の広がりの中で、様々なレジャ-.-レクリ.:Lーション行動が午れ、{同々 のうイブ・
スタイルに見合った活動形態が模索されている。
身体的レクリエーシゴン活動としてのスポーツも、ある特}EO)年齢層に|恨}:i二'されるのでは

なく、あらゆる年齢層、階層に受け入れられる拍動として捉えられ、午前(スポーツとして定
着してきている。年齢に応じ、 H寺にはスポーヴが手段化され、ある11的のためにj日刊された
り、また、ド1身の楽しみとして[J的的活動として作活の中に取り込まれている。身体的な活
動にとどまらず、知的、精神的、情緒的、 iE術的、社会的な活動などについてもluj禄な忌;昧
あいで、干段化し、円的化して活動展開がなされている ο そこでさちによりよい泊動を求め
ようとする時に、進歩、向上を求めて知識・技術の習得を願う行動が起き、指導の授受が生
れる。ある特定の活動を楽しめる領域にまで変化させていくためには、それなりの努力と工
夫が必要であり、未知への挑戦には試行錯誤があり、効率的な達成を願えばそこに指導の授
受が生じるととは当然といえよう。

個人の趣味・晴好の分野に入り込むレジャ ・レクリエーションの指導者とは、レジャー・
レクリエーション活動の知識・技術の伝達だけではなく、レジャー・レクリエーシヨン指導
を通じて「牛き方」に関わる支援も可能であることが望まれている ο 指導者としての深い洞
察力、模範となるべき行動、幅広い体験を有しており、尊敬に値するライフ・スタイルの持

ち主であって欲しい。レジャー・レクリエーション指導者であるからこそ、社会からの期待
は大であり、指導者養成については、関係者のいっそうの努力が望まれている。

レジャー・レクリエーションの指導者への期待は、現在の主たる諜題を検討し、明慌にす
ることによって、白ずと把握されていくものと考える。

( 1 )レジャー・レクリエーション(L/R)をより広義に捉える

貴広義なL/Rの概念、把握により、限定化されたし/Hから広がりが性れ、ゆとり・

豊かさの実感へrllJけてし/Hが果たしている役割を卜分煙解し、余暇を創造して

いく“余暇化 (LejsurelizaLjon)を実現する能)j'¥さらに“余暇内容を向上さ
せる能力 (Leisurabiliもy)..を育むことが垂要て、ある。活動中心に進められてき

たレクリエーション運動について、学術的にも社会の変革の中で、 L/Hの庄町
方、存紅、怠義を再認識し、生きる絹を得る経済活動と、人間の牛きメjの中で必
需となる喜び・楽しみとしての活動とをあI蹴的要素として捉えることなく、心の
時代づくりに貢献するととが期待されている。
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( 2 )指導者の役割
大技術指導ではなく、 q二き}J;おもしろい技術ではなく、楽しく生きる術;など既

存の指導者養成に対する見直しと共に、これまでの教えることから、影響を与え
るととへ視点を変え、家庭で、学校で、職域で、地域で、様々なリーダーシップ

を発揮し、個人活動の豊かさについていっそう視野にいれ 、共に活動する指導

者を目指すことが期待されている。

( 3)高等教育機関でのL/R指導者養成の役割

責大学諸学部での自由科目や共通科日の活用により第 (Major，Minor)選考とし

てのし/Rの資格化・認定化や諸課程、例えばよL会教育主事課程との関係や生涯

スポーツ指導者養成課程の創設などにより、大学体育の転換に対する具体的提案
も考えられる。

身体的レクリエーションとしての生涯スポーツ百要の拡大は、生挺スポーツ

(Sports for ALL)に関する指導者の甫要増加傾向にあるといってよい。この分野

での人材育成機関としての体育系大学の役割、またその人的資源、を確保する視点

かちの大学体育の革新(イノベーション)はいかにあるべきかを改めて考えると
きである。スポーツを手段化した形態で活用していくためには、そのための学習

内容の整時が求められる。牛性.涯スポ一ツとしての“みんなのスポ一、ツソ(S匂po訂rLsfor 
All )"は、スポ一ツ活動から疎遠になつている

にスポ一ツ(S勾po引rL凶sL凶(正ow削ardAll)"という概念理解にたつた指導者が期待されてく

るo 専門家としての指導者とボランアィアとしての指導者が必要になるとき、専

門カリキュラム(体育系大学)と同時にー般体育としての大学体育(非体育系大

学)のカリキュラムの指導者養成課程への連携や組み込みもJ考慮、すべきである。
具体的には;

1 )生涯スポーツの時代の体育系大学の研究課題とカリキコラムの某本お針

火事門家育成としての方向性、教師、コ v チ、トップアスリートと
しての選手養成・強化等。

2 )生涯スポーツの時代のボランティア活動分野の人材育成と大学体育の役割

武体育会等に所属してi行1つてて一いる話活A動と大学

よる指導者育成。また大学体育の受講は、自らの楽しみゃγ:びだけで

なく、希望する者には牛a涯スポ-''J指導者としての資質の充実を凶る
べきである Q

(4 )学会の役割

*現存のL/民カリキュラム、コース、科H等の開設大学・学部・学科・コース・

fJ:!~教員のネットワーク化、ワーキンググループの構成などを積極的にすすめ、
学会と大学との関係や連携を密にし、将来的には資格認定、コースぷ認、科日認
定、履修証明、謀程修了証明の実現なと、についての検討もすべきである。

学会員の所属する高等教育機関で'0)モデル校化をはかったり、計l両の具体化の

ためにパイロットスタデfーなども開始すべきである。
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